
ツバメックスが経済産業省の「ものづくり白書」に取り上げられました 

 

 

経済産業省の刊行する「2020 年版ものづくり白書（製造基盤白書）」のコラム欄にて 3

ページにわたり、戦略的なデジタルトランスフォーメーションの事例として、「見える化す

る IoT からつなぐ IoT へ、データ連携による企業体形成への挑戦・・・（株）ツバメック

ス」というタイトルで紹介されました。 

今回のものづくり白書では、不確実性の高まる世界における我が国製造業の現状と課題

を分析、不確実性に対応するためには製造業の企業変革力を高める必要があり、その際デ

ジタル化が有効、とされています。 

 

経済産業省の取材を受けたきっかけは、業界雑誌「型技術」誌への執筆記事と XVL フォ

ーマット開発の（株）ラティス・テクノロジーの紹介により、経済産業省から取材の依頼

が入ったとのことでした。2020 年 1 月、同省製造産業局参事官兼ものづくり政策審議室長

の中野剛志様と三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングの方々がツバメックスに取材のため

来社されました。通常だと取材内容は 1 ページ未満に圧縮され掲載されるところ、経済産

業省の意向で、例外的に取材内容がほぼそのまま 3 ページにわたって紹介されました。 

 

掲載コラムを画像で下記に添付いたします。 

掲載場所：2020 年版ものづくり白書 URL はこちらから 

下記の第１章 第３節 製造業の企業変革力を強化するデジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）の推進のページ P95 から P97 に掲載されています。 

https://www.meti.go.jp/report/whitepaper/mono/2020/honbun_pdf/index.html 

 

 



（株）ツバメックス（新潟県新潟市）が立地する燕三条は、江戸時代の初期に和釘産地として栄え、そ
の後はヤスリで栄え、近年は洋食器の産地として栄えており、アップル社の iPod の製品筐体を磨いてい
た磨き屋シンジケートという職人集団が活躍していることでも知られるものづくりの産地である。（株）
ツバメックスも明治時代にヤスリづくりで創業し、現在はプレス金型やプラスチック金型、そして金属プ
レス加工やプラスチック成形品加工を手掛ける総勢 200 名ほどの企業である。

地方に本社を構えて事業展開する企業であるが、1982 年にフランス製の３次元設計の基本ソフト
CATIA を導入し、金型業界で初めて３次元 CAD/CAM システムの開発に取り組んだ会社である。当時
CATIA を使いこなしていたのはボーイングの航空機やダッソーの戦闘機と本田技術研究所くらいであ
り、日本へ導入した当初は大手企業を始め同社への見学者が絶えなかったという。CATIA 導入と同時に
ホストコンピュータも１台導入し、半端な投資額ではなかったうえに、CATIA を使いこなすために試行
錯誤し苦戦した。

悪戦苦闘しつつも CATIA を使い続けることに迷いがなかったのは、当時は曲面設計ができるソフト
ウェアが CATIA だけであったという理由に加えて、1995 年には①３D（Solid）設計は将来主要な設計
手段になる、② 1 台 500 万円もするワークステーションなどのハードウェアは年々必ず安くなっていく、
③ソフトウェアは常に改良されるのでいずれ使用に耐え得るものとなっていく、④ネットワークによる情
報交換はますます盛んになっていく、⑤ CAD と CAM はより一体化される、⑥ CAD 情報は広範に活用
されていく、⑦省力化（なるべく自動化）が必須で、人間が一度入力した情報を二度入力すべきではない（営
業が入力した情報を設計者がエクセルに入力したりするのは無駄な作業）、⑧他システムへの拡張連携（生
産管理）へと発展させる必要がある、との明確なビジョンを経営陣が持っていたことによる。

1998 年 に は CATIA の 大 規 模 な カ ス タ マ イ ズ 化 に 成 功 し、「TADD ～ TSUBAMEX Auto Die 
Design system ～」と呼ばれる、非常に高度なオール３次元設計システムを完成させた。同社のものづ
くりは、顧客→営業→構想設計→金型設計→生産準備→金型製作→調整→現地調整といった具合に仕事が
流れている。３次元設計することで、営業情報や購買連携や図面・ビューワなど、全て連携してつなぐこ
とができる（図１）。３次元設計と営業の情報をつなげばより効率的な設計ができる。ビューワで見せる
ことができれば図面のスキルがなくても理解できる。加工実績が入手できれば原価が分かる。特に中小企
業はこの原価把握力が弱い。IoT を使って故障予知をするよりも、実績を拾って経営にフィードバックす
る方がよほど IoT としての価値がある。

システム化する上で同社が重視したポイントは「設計データを核として戦略をシステムに上げること」
である（図２）。例えば、本来は設計の段階で部品情報は全て入っているので、自動で購買情報に出力で
きるはずなのに、設計と部品情報を分けているので連携ができない。そのような無駄を無くすためにも、
製品形状、工程設計データ、量産プレス仕様などの全ての情報を入力してソリッド設計を行い、そこから
ビューワデータ、加工属性データ、鋳物データ、三面図（単品図・組図）、部品表・購買情報を全て自動
で出力させる仕組みを構築した。三面図も出力できるようにしたのは、３次元設計は必要だが図面は当面
なくならないと考えたからであり、３次元設計ができあがったら、自動的に三面図そのものをアウトプッ
トするプログラムもつくった。

３次元 CAD は顧客ごとの仕様の違いにも対応しており、顧客仕様に合わせてソフトで一括変換できる
ようにしている。また、３次元データの活用により、購買の自動処理（自動発注）も可能となっている（図
３）。そのために、鋼材には加工する前（削る前）の直方体の情報も持たせており、取引先ごとの厚みや
決まりもインプットされている。例えば、協力企業として４～５社の鋳物屋と取引しているが、鋳物の削
り代も鋳物屋ごとに決まっており、鋳物屋ごとの仕様というものがある。削り代とデータを別々に引き渡
すといった決まりがある。このように、顧客や協力企業ごとに細やかな標準化を実施していることが３D
設計システム・生産管理システムの成立に大きく役立っている。

2001 年にはラティス・テクノロジーの XVL（軽量３D フォーマット）を導入し、2007 年頃に
CATIA の情報が XVL に乗るようになったため、現場への展開を一気に進めた。今では社員番号を入力す
ると日報が出てくる仕組みになっており、金型にユニークな工番情報を入力すると必要な情報が表示さ
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れ、例えばビューワ上で部品をクリックすれば部品が入荷されているかどうか、部品の加工が終わってい
るかどうか、全てが見える化された。営業が受注の段階でインプットした詳細な情報も全て設計に引き継
がれ、一度営業が入力した情報は改めて設計で入力する必要はない仕組みになっている。検査は図面で行
うこともできるし、ビューワ上で確認することもできる。XVL を導入した当時は年間で約 4,600 回も現
場の人が設計室に問い合わせに行っていたが、ビューワが動き始めてからは生産管理情報との連携も始ま
り、現場が設計室に出向く頻度は約 1,000 回へと激減した。

今後は産地の外注先の金型屋とも TADD の仕組みを共有しようと考えている。具体的には２社と検討
を進めており、３社一体となって受注から生産まで行うことができる仮想工場をつくり、この地域で世界
を相手に戦える手段としたい（図４）。

図１　ツバメックスものづくりシステムの全体像

出所：（株）ツバメックスより提供

図２　設計データを核とするシステム化

出所：（株）ツバメックスより提供
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図３　３次元データの活用による購買自動処理

出所：（株）ツバメックスより提供

図４　地元企業との緩やかな連携構築

出所：（株）ツバメックスより提供
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